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台湾総裁選 1月13日に実施

• 候補者
• 民主進歩党（民進党）頼清徳（現総統蔡英文の副総統） 副総統候補 蕭美琴（女性駐米国大使）

対中国現状維持（独立派とみられる）、良いコロナ対策、台湾有事 自由主義、

一国二制度反対、対中依存を下げる、 空前の半導体景気は評価はされている

前回蔡英文総統の支持だった若者達： 大都市地価高騰、就職難、低賃金 で今回は？

• 中国国民党 （国民党） 侯友宜（新北市長）（６６） 趙少康

対中融和路線の最大野党、中国が色々なサポート（偽世論調査)をしたが今回は不発

• 台湾民衆党 柯文哲（前台北市長）（６４）呉欣盈（若い女性）

判り易いネット言語を使い若者の取り込み成功

今回の総統選では中国の問題は争点にはならなかった



今回の総統選後の台湾の状況
1．中国：「張子のトラ」は怖くない

• 今は最も併合に動く条件が揃い可能性があるが：予想として習近平の3期の切れる2027-30年

問題点 1．中国経済の根深い不安

2．軍部の部隊、上層部（汚職を含め）実力？

3. コロナ禍への対応への国民の支持の落ち込み

4. 西側諸国のコンセンサス：台湾への軍事侵攻へ容認出来ない

中国へ深刻な結果というメッセージ

• 中国の台湾への考えられる対応策：

1.台湾への武力侵攻は無期限に先延ばし：平和的な浸透工作による統一を目指す

2武力侵攻は自国の態勢と国際社会の反応により、

（香港の民主勢力の経験が参考になる、独立主張がなければ弾圧が無いと考えていた）

• 現状では台湾侵攻できる状況には無い

米国の識者は10％-20％



総統選と立法院選の結果
• 総統選

• 中央選挙委員会（選管）によると投票率は７１．９％、

• 民進党 頼氏は約５５９万票（得票率４０．１％）辛勝だが１９９６年以来の総統直接選挙で

民進党 蔡英文２期+今期の初めて３期同一政党が総統選で勝った

• 国民党 侯友宜は約４６７万票（同３３．５％）、

• 第３党・民衆党 柯文哲は約３６９万票（同２６．５％）。

• 立法委員選挙（国会）同時に行われた選挙：113議席を争う

民進党： 62議席から 51議席 蔡英文前総統の完全支配から捻じれ

国民党：38議席から 54議席（無所属2名）（立法院第一党に）

立法院長（首相）副院長選 韓国瑜・江啓臣 が取る

民衆党： 5議席 から 8議席 キャスティングボードを握る

• 2024．5.20 新しい総統の任期がはじまる。

中国統一に執念を持つ憲法を改定しても独裁樹立した習近平 ４年後を視野に入れて待つ



中国の台湾総統、政権と政党による対応

• 民進党： 独立志向が強い： 中国は激しい言葉攻勢、通商政策で圧力、周辺での軍事演習、

外交的に孤立を画策

頼清徳：選挙中の討論で、

「台湾の主権ガ台湾の2300万の人々だけに属し中台がお互いに従属しないことを意味する。

この現状を維持し台湾を守る為に、最善の努力をする」

• 国民党： 民主党の反対の政策：大きな恩恵を与えられなかった

総統選、どちらの政党が与党と関係無く行動するのではないか：香港の例

但し国民党が政権を取っても中国共産党と距離をおき、アメリカに接近する可能性が高い

（幹部は個人資産をアメリカに置いている場合も多い）



中国の立ち位置

• 中国は自国の主権の及ぶ中国大陸と香港では獰猛なトラ

• 台湾との関係では張り子のトラ：

・西欧諸国は嘗ては自国の対中ビジネスの足を引っ張りたくなかったが、

今は中国経済の悪化で張り子トラを甘やかす必要は無い

・台湾は着々と戦闘機、潜水艦の開発をすすめ、ミサイルも密かに配備

・先端半導体で世界の市場を独占していることも台湾の強力な武器



2. アメリカ 1 ：揺るがぬ支援に一抹の不安

• 中国の対米策： 1. 急速な軍の近代化、インド太平洋地域における米国優位を揺さぶる

2. 国をあげて外国企業の知的財産権窃盗や、技術移転を推進

3. 経済力を武器に、諸外国を大規模なインフラ投資により影響下

• アメリカの台湾、中国に対する政策が劇的変わるとは思えない：

外交課題が中国の攻勢に対抗する。この中で台湾の役割が極めて重要：

台湾が中国の挑発に晒され中国の軍事行動を招く言動には断固反対

• トランプ前政権、現バイデン政権：

中国の攻勢に対する防衛力を高め国家安全保障と経済が統治最優先課題

これは超党派に一致し、世論、メディアも支持

・インフラ投資法：対象はハイテク分野での中国との競争：半導体技術の対中輸出の禁止

・日、豪、ニュジーランド、韓、比国をQUAD‘（日豪印）との関係性強化



2.アメリカ2

• 台湾は重要な位置、地理的に戦略的な場所、ハイテク産業が決定的な役割：

中国は圧力をかける

• バイデン大統領：もし中国が軍事攻撃した場合、台湾を援護すると明言：

但し独立のためでは無く、一つの中国の立場を維持

• 2024 米国の大統領選で外交的に大きな権限を持つトランプ大統領が誕生すると、

一貫性が無い対応で台湾との関係が揺らぐ可能性がある



3日本：
民進党と安倍は弱体化で日台の蜜月に悪雲

1. 民進党の影響力低下（立法院での第2党）：

中国との対話がないので日本との関係には気を使っている

2 日本政治における安倍派の衰退

• 日台の関係は民意流れを作って行く強靭性ガある

• 今後 国民党とのパイプ構築が必要



4.台湾政党：
国民党化する民進党と民進党化する国民党

• 国民党：中国本土で生まれた老舗： 馬英九総統 不統不独だが統一と思われて失敗

今総統選直前に習近平と会い「習近平は信頼できる人」発言

• 民進党：民主化とともに生まれた：陳水篇総統 台湾独立を鼓舞、独立に振れて失敗

台湾は台湾： 台湾のため、台湾第一、台湾第一 ：中国と統一とは言わない

• 台湾世論は8-9割は：現状維持を求めていて、統一も

• 両党とも特色ガ薄れらしさガ失われる：中国との距離感の違い

• 民衆党：既設2大政党には新しさや改革を求める若い世代には物足りない



5半導体 1：世界の命運を握る半導体王国

• 2023アメリカと台湾と半導体-決定的なサプライチェーンパートナーシップ

• 40年間にわたり政府、企業、外国企業が投資、幅広い技術領域で生産量、膨大なサプライチェーンを築く

• 台湾電路製造（TSMC）、UMC、ヴァンガード、力品半導体の4社のファウンドリー（半導体受託生産）の

2023．1-3期の世界シェアーは69％： Apple, NVIDIA等

• 最小加工精度の最先端技術（300mmウエハー）の分野では顕著、

・10ナノ以下では63％、

・7ナノ、5ナノ以下では63％この分野での量産はTSMC、韓国サムソンのみ、

・最新技術開発の拡大3ナノをTSMCが進める： 生産ノウハウガ集中

• この分野への代替を作るに新期構築には巨額なコストと数年の時間がかかる：

• 米国GDPの5-10％を失う（コロナを上回る）、グローバルには1兆＄の損失

• 先端兵器生産の原動力で安全保障上の深刻な脅威



5.半導体 2
台湾のリスク

• 人材不足、知的財産、企業秘密の登用、原材料、装置不足、需給不均衡及び天災

• 企業の回復力（レジリエンス）には多額の投資（水循環確保、電力アクセス確保等）サプライチェーン多様化に務める最重要課題

中国のシナリオ：経済封鎖で重大、長期的混乱、 台湾武力攻撃は大きな混乱が1年以上

だが中国も台湾に依存している？

国際的な取り組み
• 台湾は半導体産業の空洞化、国際エコチーフプレイヤーの位置つけ：

・米国主導の措置を守る： ファーウェイへの製品供給の制限、 米韓日台のチップ4に参加

TMCSの米国アリゾナ、日本 熊本への工場新建設

・米国は台湾の役割を重視してCHIPS PLUS法の助成の対象として台湾を加えている

・但し半導体のフレンドシェアリング（同盟国、友好国に限定した供給網の構築）からは

台湾はまだ除外されている



6.こんな場合に中国が武力侵攻：
2023．10月の米国国防総省の報告書

1. 正式な独立宣言：中華人民協和国は一度も統治したことはないが、2005「半国家分裂法」制定、

2. 独立に向かうと疑われる動き：米国、台湾も慎重に言葉を選び、曖昧な現状維持を望んでいる

79年に中国の唯一の中華人民共和国を合法政府と認め、台湾には自国を防衛する十分な防衛力を持つ事を

認めている

2022 BBCで現総統 蔡英文は「既に独立国家である」から宣言する必要が無い

3. 台湾での内乱：中国は統一に反対するものは「分離主義者」としているが大半の台湾人はこれに当てはまるが、

80年代後半の民主化以後平和的に発展してきた安全な国

4. 台湾の核兵器保有：64年に中国が核兵器を保有したが、その時に秘密に核兵器開発が起こったが、

米国は80年代後半に知りは断念させた

5. 統一に関する両岸対話の無期限の遅れ：習近平は22.10に「台湾統一は中華民族の偉大な復興のため必要不可欠な一歩」

・米国：ブリケン国務長官は「より早いスケジュールで統一を追求する決意を固めた」

・台湾民意基金会の23.8実施した台湾人の世論調査：統一望む 11.8％ 実質的な独立支持 48.9％ 現状維持 26.9％

これは民進、国民両党の公式主張と一致

6. 外国軍の台湾内政への介入：台湾国防部の21年の白書で外国軍駐留派潜在的な誘引

23．8 米国は8000万＄の軍事融資を承認：中国軍は中間線を多く台湾に侵入：2030以前の戦争に海、空軍の刷新で備えている



7.デジタル：
世界とつながる最強の切り札で勝負

• 「台湾モデル」：市民の知恵を結集しレジリエンスを強化。オードリー・タンは次なるAI 戦略も
見据える

• 台湾は世界デジタル競争力ランキングで９位（61カ国中）：

世界屈指の現役ハッカー オードリー・タンを「デジタル発展省」のトップに据へ学歴不問、

実践力で600名運用

• サイバーセキュリティ、多様な通信ネットワーク（‘衛星を使う）、E政府、

市民参加型政策参加プロジェクト、AI技術の応用



8. 外交の孤立化に対し

• 中国の支援と引き換えに台湾との断交を迫る

• 現在台湾との国交がある国 13ヵ国 そのうち7カ国が中南米

• 台湾の国連、WHOへの国際組織への参加を支持

• アメリカのパートナーシップが期待される



9多様性：
トランスジェンダーへの取り組みLGBT：

最高裁ガ手術無しの性別変更を支持し、性的少数者の権利を保障する機運の高まり

10．トレンド：

ローカルの地位があがる

（台北は地価高騰で再開発もままならない）



台湾有事：シュミレーション
• 米国の戦略問題研究所CSIS

• 軍事的なWAR GAME（机上演習）2026に台湾有事発生

• 2４回行われて22回は勝つが日米中に甚大な損害

日本の基地から参戦が重要

中国も日本基地を攻撃

• 但し この様なシュミレーションの背景には米国軍事産業の

ロビーイングのためも想定しなければならない



中国から見た地図



































日本が検討すべき事

•迅速な日本の米軍基地からの米軍参戦を決める

• 2300満人台湾人の難民化した場合の対応

沖縄、日本本土へ

台湾の方も日本の土地等購入
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